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多言語多文化研究に向けた複合型派遣プログラム 

派遣先機関等利用マニュアル 

 2011 年 10 月 31 日 

 

派遣者氏名（専門分野）   福野 江里子 （ フランス文学 ） 

 

派遣期間   2011 年 8 月 23 日  ～  2011 年 9 月 2 日 

 

派遣研究機関 

国 都市 訪問機関 

 フランス    パリ     フランス国立図書館フランソワ・ミッテラン館 

アルスナル図書館 

 

利用マニュアル（利用申請に必要な書類、手続き、リサーチ方法等を記入） 

◆ 図書館利用申請に関して 

図書館員との個人面談ののち図書館利用者カードが発行される。その際に必要となる持ち物はそれぞれの身分によ

って異なるが、修士課程学生の場合、パスポート等の身分証明書、英文在学証明書、指導教官のサイン入り推薦書、

閲覧希望資料の目録等となる。面談では、必要書類の確認とともに、利用目的や利用期間等に関する質問がなされる。

その際、BnF ホームページ上の http://accreditation.bnf.fr/jsp/preinscription.jsp から事前登録し、面談時に提示する

こともできる。カードの発行手数料は、利用期間（3 日、15 日、1 年）によって異なり、15 日間の利用では、一般利

用者 45 ユーロ、学生 25 ユーロであった。図書館内では、図書貸し出し時だけでなく、研究階 Le niveau Rez-de-jardin 

への入場時、また備え付けの端末利用時等にもカードが必要となるので注意して携帯する。 

◆ 図書館利用に関して 

フランス国立図書館( Bibliothèque national de France : BnF )の各研究図書館は以下の通り。 

・フランソワ・ミッテラン館 Le niveau Rez-de-Jardin du site Francois-Mitterand 

・リシュリュー館 Les departement spécialisés des sites Richelieu-Louvois 

・アルスナル図書館 La Bibliothèque de l’Arsenal 

・オペラ座図書館 La Bibliothéque-musée de l’Opéra 

報告者が利用した図書館は、フランソワ・ミッテラン館およびアルスナル図書館である。本欄においては、主とし

て利用したフランソワ・ミッテラン館の利用方法を記載する。 

フランソワ・ミッテラン館は、14 のセクション( X,K,L,M,N,O,P,R,S,T,U,V,W,Y )に分室され、それぞれに異なる専

門分野の図書を揃えている（報告者はSalle V : Littérature Françaiseの部屋を使用）。研究階Le niveau Rez-de-Jardin

は全席予約制のため、利用する際には、当日使用する席を事前に確保しておくことが必要となる。館内の端末および

BnF ホームページ上から予約する。閲覧希望資料は BnF ホームページ上のオンラインカタログで検索し予約する

（http://catalogue.bnf.fr/jsp/recherchemots_simple.jsp?host=catalogue）。図書が到着すると、机上のランプが点灯、

およびホームページ上のマイページの画面に arrivé と表示されるので、セクションごとのカウンターへ受け取りに行

く。閲覧した図書を翌日も引き続き手元に置きたい場合は、返却時に申請することができる。 

閲覧希望資料が貴重資料であった場合は、貴重資料閲覧室 Salle Y : Rèserve のカウンターにて別途申請する。その

際、閲覧目的の説明として、自身の研究テーマ等を図書館員に伝える必要がある。 

マイクロフィシュ、マイクロフィルムの読み取り機はいくつかのセクションにも備えられているが、稼動音（マイ

クロフィルム）が気になる場合は、別室にて閲覧、希望箇所のコピーが可能。 

コピーはプリペイド式のコピーカードを購入し、コピー室に常駐のスタッフにとってもらう( 白黒 A4 一枚 0.3 ユー

ロ、カラーA4 一枚 1.5 ユーロ、マイクロフィルム A4 一枚 0.3 ユーロ )。 

http://accreditation.bnf.fr/jsp/preinscription.jsp
http://catalogue.bnf.fr/jsp/recherchemots_simple.jsp?host=catalogue
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図書情報の検索や予約の確認はもちろん、図書情報をワードテキストに直接入力するなど、持参のパソコンを活用

する利用者が多くみられた。 

 


